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〈研 究ノー ト〉

東 中部ス ウェーデ ンにお ける農業景観 と開墾
一 フ ェー ダ教 区 を対 象 と した 一 考 察1769～1874年 一一
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1.は じ め に

ス ウ ェー デ ンで は,1700年 か ら1870年 の 間 に,耕 地 面積 が約250%増 加 し

たq)。 特 に19世 紀 を通 じて 耕 地 が拡 大 して お り,1800年 の約150万 ヘ ク ター

ル か ら,65年 間 で 倍 増 した と推 計 され て い る ②。 この ようなス ウェー デ ンに

お ける開墾はi主 に 二つ の形 態 で 行 わ れ た。 …つ は湿地や湖岸の干拓事業 に伴

う農地 開発,も う… つ は各 村 落 に お い て 自主 的 に進 め られた採 草地 伽g)の

耕 地へ の転 用 で あ るω。 本 稿 の 課題 は,こ の なか で 後 者 に 関 す る 分 析 を 通 じ

て,19世 紀 に開 墾 が急 速 に進行 した村 落の特質 を解 明す ることにある。

こ うした採草地の耕地化 につ いては,1970年 代 以 降 に 本 格 的 な 実 証 研 究 が

蓄 積 され る よ うにな ってい る(4)。 な か で も,1983年 に発 表 され た ビ ル ギ ッ

タ ・ウ ライ(Birgi虻aOlai)の 博 士 論 文 は,村 落 レベ ルで の 詳細 な実 証分 析 が な

されているこ とか ら,こ の分 野 の 代 表 的 な研 究 とされてい る㈲。本稿 では,こ
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の ウライの研究成果 をふ まえつつ も,そ こで は分析 の対 象 とされて い ない農業

景観 と採 草地の耕 地化 との関連について検 討す るこ とで,19世 紀 にお い て も

開 墾 の余 地 が残 され ていた村 落の農業景観 を明 らか に したい。

考 察 の 対 象 と して は,東 中 部 ス ウ ェ ー デ ンの エ ス テ ル イ ェー トラ ン ド

(Ostergotland)地 方中 部 に 位 置す る,フ ェー ダ(Skeda)教 区 の村 落 を主 に取 り

図1耕 地制度の地域区分(士 二地整理実施以前)

注1)「 そ の他 の 形 態 の混 在耕 地 制 」 と は,不 規 則 な形 状 の 開 放 耕地 制 を さす 。

注2)「 ボ ル分 割 制Jと は,太 陽分 割 制 と同 様 に,規 則 的 な形 状 の 開放 耕 地 制 を さす。

資 料:U.Sporrong"Odlingslandskapetfors175⑪",iB.MP.Larsson,M.Morell&J.Myrda1,

Agrarhistoria,Stockholmユ997,s.37.
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上 げ る。 この教 区 は,ウ ラ イが 分 析 の対 象 と した エ ー ケ ビュボー ナ(Ekeby-

borna)教 区 と同 様 に,「 ヴ ェ ス タ ンス トン グ」(Vastanstang)と よば れ る,同 地

方 の 西 部 か ら中 部 にか け て の 平 野部(slattbygd)を 中 心 と した 地 域 に 含 まれ

る。 た だ し,こ の地 域 の 南端 に位 置 す る こ とか ら,フ ェー ダ教 区 の 南部 に は,

平 野 部 と森 林 地 帯(skogsbygd)と の 問 に広 が る 中 間地 帯(overgangsbygd)の 村

落が 混在 して い た(6)。 また,図1に 示 されて い る よ うに,2つ の耕 地 制 度 地帯

の境 界付 近 に位 置 していた こ とか ら,教 区 内 で の 耕 地 制 度 は … 様 で は なか っ

た。 この ように村 落形態が多様であった ことか ら,村 落 レベ ルで の比 較 分析 を

行 うに は適 した教 区であ ると考 え られる。

ただ し,フ ェー ダ教 区 の村 落 だ けで は窺 い知れぬ 史実があることか ら,こ の

部 分 につ いて は,隣 接 す るス ラー カ(Slaka)教 区 にあ り,教 区 間 の境 界 か ら約

1km北 に位 置 す る ス トー ラ ・オー ビ ュ(QStoryAby)村 の 史 料 で 補 う こ と に す

る。 この村 は,先 行 研 究 で は耕 地 制 度 の分析 対象 として頻繁 に取 り上 げ られて

きたが,農 地 利 用 の 変 化 につ い て は,こ れ まで ほ とん ど検 討 され て こ なか っ

たの。 この点で も,本 稿 の分 析 は研 究 史上 の 空 白領 域 を埋 めることになろう。

なお,東 中部 ス ウェー一デ ンで は,18世 紀 にお い て も2～5戸 の 農民 屋 敷 か ら

な る小 村 が 標 準 的 であ った こ とか ら,特 に こ とわ らな い 限 り,本 稿 で の 「村

落」 とは この よ うな小集落 をさす こととす る(8)。

2.エ ステル イ ェー トラ ン ド地方 の農業景観

フェー ダ教区の村落 を対象 とした微視 的な考察 を進め るにあた って,そ の前

提 とな るエ ス テル イェ......トラ ン ド地 方 の伝 統 的 な農 業 景観 とその変容 について

明 らか にしてお く必要があろ う。そ こで,ま ず伝 統 的 な農業 景 観 につ い て,農

地 利 用 と耕 地 制 度 の2つ の 問題 に絞 っ て整 理 し,次 にそ れ を変 容 させ る契 機 と

な っ た,ス ウ ェ ー デ ンに お け る エ ン ク ロ ー ジ ャーで あ る 「土 地整 理」Cord-

skiftena)に つ い て ま とめ る こ とに した い。

(1)伝 統 的 な農 業 景 観

① 農 地 利 用
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土地整理に よって農村共同体が解体 され るまでのス ウェーデ ンの村 落は,耕

地 と採 草 地 か ら な る 「柵 内 地 」(inaga,inagomark)と,開 放 放 牧 地(betes-

mark),囲 い 込 み 放 牧 地(hage),森 林 な どが 属 す る 「柵 外 地 」(utaga,utmark)

の2層 に分 け られ る(9)。森 林地 帯 で は,牧 畜 が 中心 で あ っ た こ とに加 えて,焼

畑 農 業 が 行 わ れて い た こ とか ら,柵 外 地 の利 用 が 重 視 され た{10)。 こ れ に 対 し

て,耕 種 農 業 が 中 心 で あ っ た 平野 部 で は,柵 内 地 に比 重 を お い た農 地 利 用 と

な っていた。本稿で は,平 野 部 の フェー ダ教 区 を対 象 と していることか ら,柵

内地 の 耕地 と採草 地 を中心 に分析が進め られる。 この採 草地 について,若 干 の

説 明 を加 える必 要が あ ろ う。

本稿で採草地 と訳 してい る 「エ ング」(ang)と は,乾 草 用 の 草 地 の こ とで,

播 種 や 施肥 が 行 わ れ る こ とは なかったが,植 生 に は人為 的 な介 入が な され た。

19世 紀 に人 工 的 な牧草 栽培(vallodling)が 導 入 され る まで は,こ の 半 自然 的 な

草 地 が乾 草 の 供給 源 とな っていた(m。 採 草 地 に は,屋 敷 や耕 地 と同 様 に村 落

内 の 比較 的 高い場所 にあ る 「高燥採 草地」(hardvallsang)と,逆 に低 い場 所 に

位 置 す る 「低 湿 採 草 地」(madang,sidvallsang)の2種 類 が あ り,前 者 で は草 だ

け で な く木 々の葉 も採取 され た(12)。17世 紀 末 まで の ス ウ ェー デ ンで は,採 草

地 が耕 地 面 積 の3～5倍 を 占め る村 落 が標 準 的 で あ った ことか ら,本 稿 で い う

採 草 地 は,西 洋 農業 史 で… 般 的 に 論 じ られ る稀少性 ゆ えに耕地 よ りも高価 で

あ った 「採草地」(meadow,pre,herbage,Wiese)と は異 なる(13)。 この よう な差 異

が 生 じた要 因 と して,第 一 に,人rI密 度 の低 さと耕 種 農 業 の後 進性 ゆ えに,牧

畜 用 の草 地 に重点 をお い た農 地利用であったこと,ま た 第 二 に,西 欧 に比 べ て

放 牧期 間が 短 い た め,相 対 的 に多 くの 乾草 を確保 す る必要か ら,放 牧 地 に適 し

た高燥 地 の草 地 も採 草地 として利用 された こと,以 上 の2点 を挙 げ る こ とが で

き よう(14)。

ただ し,耕 地 と採 草 地 の比 率 は地 域 に よって大 きな違いがあ り,早 期 に開墾

が 進 行 した エ ステ ル イェー トラ ン ド地方西部 の平野部 では,既 に1700年 頃 に

は1:1で あ っ た と推 計 され て い る。 さ らに,18世 紀 を通 じて耕 地 化 が 進 ん だ

こ と に よ り,1775年 ま で に 面 積 比 は1=0.7と な っ て い た(15)。 こ れ に 対 し
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て,同 地 方 の西北 部 に広 が る森 林 地 帯の村 落で は,18世 紀 末 か ら19世 紀 初 頭

に お い て も,耕 地 面積 の3倍 を超 え る採 草 地 が 残 され て い た⑯ 。 この よ うに

同 じエステルイェー トラ ン ド地方西部であ って も,地 理 的 な条件 に よって柵 内

地 の 利用 形態は大 きく異 なっていたのであ る。

② 耕地制度

18世 紀 半 ば まで の東 中部 ス ウ ェー デ ンにお ける主 な耕地制 度は,「 太 陽 分 割

制 」(solskifte)と よばれ る規 則 的 な形 状 の 開放 耕 地制 であった(17)。図2は,そ

の 典型 的 な例 と され る ス トー ラ ・オー ビュ村(ス ラ._...力教区)の1698年 の 地 図

で あ る。 この 図 か らは,黒 く塗 られ た屋 敷1に 属 す る地 条 が 約60ヵ 所(二 圃

図2ス トーラ ・オービュ村(1698年)

注1)1aln-0.5938m4aaalnar=237.52m

資 料:S.Helm丘id,顎6stergdtland'Vastanstang'.StudienuberdlealtereAg卜rarlandschaftundihre

Genese",Geografiskaannaler44(1962),s.195.
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制であることから,1年 で耕作 されるのは約30ヵ 所)に 分 散 して お り,混 在耕 地 制

が 発 達 して い た こ とが 窺 える。これ らの地条 は,村 落持 分(byamal)に よっ て 決

め られ た屋 敷 地 の 面積 比 に基づいて,耕 区毎 に分 割 され た もの で あ るq8)。 こ

れ に 対 して,村 の 北 側 に あ る採 草 地 は,分 割 さ れ ず に 共 有 地 と な っ て い

たq9)。 ス ウ ェー デ ン南 部 や西 部 の村 落 では,採 草 地 も耕 地 と同 様 に分 割 され

る傾 向にあ ったこ とか ら,こ の よ うに採 草 地 が 共有 地 とされていた点は,太 陽

分 割制 村 落 の特 徴 の 一つ に挙 げ られている(20)。

こ う した 太 陽分 割 制 は,13世 紀 頃 に東 中部 ス ウ ェ ー デ ンに導 入 されたが,

こ の 原 則 に 基 づ い た 農 地 の 再 編 が 進 ん だ の は,16世 紀 で あ っ た 伽 。 た だ

しT18世 紀 前 半 に実 施 して い る村 もあ る ことか ら,様 々 な発 展 段 階 の 太 陽 分

割 制 村 落 が存 在 してい た と考 え られ る(22)。 ま た,図1に 示 さ れ て い る よ う

に,エ ス テ ル イェ ー トラ ン ド地 方 の 南部では,太 陽分 割制 は定 着 しなか った。

この ため,図2の 典型 的 な太 陽分 割 制 をrエ ス テ ル イ ェー トラ ン ド地 方 の耕地

制度 として…般化 す るこ とはで きない。 この耕 地制度 の多様性 につ いて は,

フ ェー ダ教 区 の村 落 を対 象 と した分析 のなかで検討 され ることになる。

(2)土 地整 理

以上 の よ うな伝 統 的 な農 業 景観 を変容 させ る契機 となったのが,18世 紀 半

ば 以 降 に実施 され た土地 整 理 である。 この土地整理 については,彩 しい数 の研

究 が蓄 積 され て い るが,こ こで はそ う した研 究 史 を網 羅 的に紹介す るのではな

く,エ ス テ ル イェー トラ ン ド地 方 に関連す る事項 を中心 に,土 地整 理 の概 要 だ

け を ま とめ る こ とにす る(23)。

土 地 整 理 事 業 は,1757年 か ら1827年 まで の 「大 分 割 」(storskifte),1803年

か ら1827年 ま で の 「一筆 分 割」(enski丘e),そ して1827年 以 降 の 「法 分 割」

(1agaskifte),以Lの 三 次 に 区分 さ れ る(24)。第 …次 の 土 地 整 理 で あ る大 分 割

は,当 初 は分 散 した地 条 を1区 画 に統 合 す る こ とを 目的 と した ものであ った

が,1762年 に内容 が緩 和 され,1耕 圃 あ た り4区 画 まで認 め られ る よ うに なっ

た(25)。エ ステ ル イェー トラ ン ド地 方 で は,こ の1762年 以 降 に大 分割 の実 施 件
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数が増加 して いる(26)。 これ に よ り,同 地 方西 部 の 太 陽 分 割 制 村 落 で は,そ れ

まで1農 場 あ た り約50ヵ 所 に分 散 して い た地 条が ,平 均 で5～6区 画 に統 合 さ

れ た(2?)。 だが,開 放耕 地 制 を 一掃 す る まで に は至 ってお らず ,ま た 屋 敷 の 移

動 も実 施 され なか っ たこ とか らa大 分 割 に よって 農村 共 同体 が解 体 されること

はなかった(28)。

これ に対 して,第 二 次 の 土 地 整 理 で あ る一 筆 分 割 は,各 農 家 の 農 地 を一 筆

(ettskifte)に 統 合 し,集 村 を解 体 させ る こ とを 目的 と した急進的 な内容であっ

た(29)。この勅令 は,1803年 に ス ウ ェー デ ン南 部 の ス コー ネ(Skane)地 方 で
,ま

た 翌 年 に は 西 部 の ス カ ー ラ ボ リ(Skaraborg)県 で,そ れ ぞ れ 発 布 さ れ た

後,1807年 に 一 部 の 地 方 を 除 い て 全 国 的 に 制 定 され る とい う経 緯 を辿 っ

た(30>。 た だ し,従 来 の大 分 割 も存 続 して い た こ とか ら,い ず れ の 土 地 整 理 を

実 施 す るか は,各 村 落 で の判 断 に 委 ね られ た(3D。 一 般 的 に 大分 割 が 選 択 され

る傾 向 にあったことか ら,.;分 割 が 本格 的 に実 施 され た の は,ス コー ネ地 方

や ス カ ー ラ ボ リ 県,エ ー ラ ン ド(61and)島 な どの 一一部 の 地 域 だ け で あ っ

た(32㌔ エ ス テ ル イ ェ ー トラ ン ド地 方 で は,比 較 的 規 模 の 大 き い村 落 を 除 い

て,一 筆 分 割 は ほ とん ど実 施 され なかった(33>。

こ う した2つ の土 地 整 理 事 業 を一 本化 したの が ,1527年 以 降 に 実 施 され た

法分 割 で あ る。 この第三次 土地整理 は,3区 画の 農 地 まで認 め た点 で,一 筆 分

割 よ り も緩 和 さ れ た 内 容 と なっ てい た(34)。だ が,第 一次 土 地 整 理 と は 異 な

り,屋 敷 の移 動 や共 有 地 分割 の実 施 が徹底 されたため,法 分 割 に よっ て混 在耕

地 制 と集 村 形態 は一掃 され,農 業 景観 は大 き く変 容 した。 エ ステルイェー トラ

ン ド地方 にお いて もi法 分 割 の 実 施 後 に は1農 家 あ た り平均 で1 .7区 画 とな

り,伝 統 的 な 農村 共 同体 は最 終 的 に解体 されたのである(35}。

3.フ ェーダ教区の村落 を対象 とした分析

(1)史 料

上 記 の土 地 整理 が 実施 され る際 には,測 地 官(lantmatare)に よ って ,村 落 内

の 農 地 調 査 と集 落 図の 作 成 が 行われた(36)。 この 史料 を利 用 す る こ とで,土 地
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整理が実施 された時点での農地利用や耕地制 度につ いて調査す ることが可能で

あ る。 なか で も,第 一次 土 地 整理 で あ る大 分 割 の 文書 は,18世 紀 後 半 の 農業

景 観 を分析 す るため の史料 として,多 くの研 究 で利 用 されて い る。 本稿 で もY

まず この大 分 割 の 史料 を利 用 して,18世 紀 後 半 の柵 内地 の利 用 形 態 と農 業景

観 につ いて検討す る。その うえで,19世 紀 に お け る採 草 地 の 耕 地 化 に 関 す る

分析 を通 じて,18世 紀 後 半 の農 業 景観 とそ の後 の 開墾 との関連 を考察す る。

以下では,第 一 次土 地 整理 の 史料 に依 拠 して考察が進 め られるこ とか ら,分

析 の 対 象 とな るの は,18世 紀 後 半 に大 分 割 が 実 施 され,か つ そ の 史料 が 残 さ

れて い る村 に 限定 され る。 フェー ダ教 区にあ る約50の 村 の な かで 該 当す るの

は,11村 落 で あ る。 これ に,ス ラ.__.力教 区 の ス トー ラ ・オー ビュ村 を加 えた

12村 落 が,本 稿 で の 分析 対 象 とな る。 こ こでス トー ラ ・オー ビュ村 も対象 と

す るのは,典 型 的 な太 陽分割 制 村 落 に関す る史実 を補 うためである。

利用す る史料 は,「 エ ス テ ル イ ェー トラ ン ド県 測 地局」(Lantmaterikontoreti

4stergotland:以F,og.LMKと 略記)に 保管 され て い る土 地整 理 の 文 書 と・1870

年 代 に全 国 的 に実 施 され た土 地 調 査の結 果 を まとめた刊行 史料で あ る。後者

はt地 図 を作 成 す るため に行 われ た調査の報告書で,各 村 落 の耕 地 や採 草 地,

森林 な どの面 積 が 記載 され て い る(37)。 フェ ー ダ教 区 を対 象 と した調 査 は1874

年 に,ま た ス トー ラ ・オ ー ビュ村 が属 す るスラーカ教区ではその前年に,そ れ

ぞ れ 実 施 され た。 この 土 地調 査 と大分割 の文書 を利用 して,18世 紀 後 半 か ら

1870年 代 にか け て の 農 地利 用 の変 化 に ついて検討 す る。 また,19世 紀 前半 の

状 況 につ い て は,一 筆 分割 ない しは法 分割 の 史料 を利用 して分析 を行 う。

なおf以 下 で は,1870年 代 に荒 蕪 地 を除 い た総 面 積 の50%以 上 を森 林 が 占

め て い た村 を中 間地帯型 とみな し,平 野 部 の村 落 とは 区別 して考 察 を進 めるこ

とにす る。

(2)18世 紀後 半 にお け る柵 内地 の 利 用形 態 と農業景観

表1は,大 分 割実 施 時 の12村 落 にお け る耕 地 と採 草 地 の面 積 を示 した もの

であ る(38)。この 表 の なか で,耕 地 面 積 が採 草 地 をb回 っ て い る の は,ス トー
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ラ'オ ー ビュ村 とオ ー ル ン ダ(Orlunda>村,そ して シー ロ ル プ(Syrorp)村 で

あ る。 これ に対 して,平 野 部 で あ っ て も デー メス トル プ(Domestorp}村 と ト

ル ベ ル ガ(Torrberga)村 で は ,耕 地 の1.7～1.8倍 に相 当 す る面 積 の採 草 地

が残 され てお り,耕 地 化 は遅 れ てい た。 この 点 は,中 間 地帯 の7村 落 で は よ り

顕 著 で あ り,全 体 で耕 地 面積 の3.9倍 の採 草 地 が残 され て お り,最 も開墾 が

遅 れて い た ス トー ラ ・ヴィースエ ッテル(StoraVisatter)村 で は,柵 内地 の約

85%が 採 草地 で あ っ た。

こ う した柵 内 地 の利用状 況か ら,表1の12村 落 を,① 早 期 に 開墾 が 進 展 し

て い た平 野 部の村落,② 採 草 地 の耕 地 化 が遅 れ て い た平野部の村落,③ 採 草 地

を中心 と した柵 内 地 の利 用形態 であ った中間地帯 の村落,以 上 の3種 類 に分 け

る こ とが で きよ う。 そ こで,次 に これ らの村 落形 態 に対応 す る農業景観 を明 ら

か にす るため に,各 形 態 か ら1村 落 を選 び,そ の集 落 図 を検 討 す る こ とに した

表1大 分割実施時の12村 落における耕地 と採草地の面積

村落名 地域区分 年
A耕 地

ha

B採 草地

ha
B÷A

ス トー ラ ・オ ー ビ ュ(Slaka教 区) 平野部 1176 50.1 17.2 4.3

オ ー ル ン ダ 平野部 X775 58.1 23.6 0.4

シー ロ ル プ 平野部 17fi9 27.2 22.1 i

トルベ ルガ 平野部 1777 42.8 73.2 1.7

デ ー メ ス トル プ 平野部 1i76
1

17.2 30.8 1.S

ム ー テ プ 中間地帯!1791 20.3 41.0 2.0

ア ー ラ ル プ 中間地帯 1797 5.4 13.2 2.4

ス コー レブ 中間地帯 191 11.1 41.4 陪L
シ ー ク テ プ 中間地帯 1735 14.1 5繭14.2
ヘ ッス レバ リ 中間地帯 1797 15.1 fi5.5 4.3

リ ッ ラ ・ゴ ー ラ 中間地帯 1797 4.5一 22.ユ 4.9

ス トー ラ ・ヴ ィ ー ス エ ッ テ ル 中間地帯 178913.5 87.6
1

6.5

注)B÷A(採 草 地 面 積 』耕 地 面積):小 数点 第 一二位 を 四捨 五 入

資 料:Skifteshandlingarochkartor,SlakaochSkeda,og.LMx.
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い。 まず,早 期 に 開墾 が 進 展 して い た村 落 として,オ ー ル ン ダ村 を取 り上 げて

み よ う。1775年 の地 図(図3)か らは,5戸 の 農 民屋 敷 が 村 の 北 側 の 中 央 部分

に集 まり,そ の屋 敷 地 の 周 辺 に30以 上 の耕 区 か らな る混 在 耕 地制 が 形 成 され

図3オ ールンダ村(1775年)
・丹`星4ξ`1ρrp臼`噺,冬 肋 瓦」,」Jo・」oo,ar脚 託

蓮1誌 焔 紬

糧1轍
・鯉

..鰻

M三r`鴨d

・'π川`面 伊r

リ ノ,♂ 層レq 藻

幽

〉

もrr

4rボ
_,

資 料=Skedaakt34,0g.1.,MK.
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ていることがわかる。 これはf図2の ス トーラ ・オービュ村と同様に,典 型的

な太陽分割制村落の景観である(39)。こうした太陽分割制は,2戸 の農民屋敷

からなるシーロルプ村の史料からも確認 されることか ら,混 在耕地制が発達 し

た典型的な太陽分割制村落では,既 に18世 紀半ばまでに採草地の耕地化が進

行 していたと考えられる(40)。

次に採草地の耕地化が遅れた平野部の村落として,オ ールンダ村に隣接する

デー メス トルプ村 を検討 しよう(図4)。 この村 も太陽分割制村落であった

が,耕 区の数は15ほ どしか確認 されないことか ら、隣接するオールンダ村 と

比べて,混 在耕地制の発達は遅れていたとみられる。 これは,開 墾に伴う耕区

の拡大が進行 していた段階で,大 分割が実施 されたことを示 していると考えら

れる。 この点は,村 の中央部分に点在する耕地が,新 たな耕区として発展 しつ

図4デ ー メス トル プ村(1776年 〉

(a)原 図 Φ)土地利用図

蚕oスゾo〆96

漣 観 顧 ご僻 ・

蝿 ㌔

講 劉誉＼
、

磁霧
Il髄 〔互]農 民贋敷

幅 目 襯 触 口 酷 蓬詫 祭震》soa.

〔コ 嶺鵜 倣襯 や麟 など}==魍

資料:Skedaakt36,0g.LMK
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図5ヘ ッス レバ リ村(1797年)

(a)原 図(b)土 地 利 用 図

■ 口 耕地[O]農 民屋敷

目 蹴[コ 羅 麟 窪)

[コ 柵外慰 放樋 や麟 など〕==醐

資 料:Skedaakt58,0g,LMK.

つ ある状況であったこ とか らも窺 える。 このため,デ ー メス トル プ村 は,発 展

途 上 の 太 陽分 割 制村 落 で あ っ た といえ よう。 こうした原初性 を残 した混在耕地

制 は,ト ルベ ル ガ村 の 史料 か ら も確 認 され る(41)。

最 後 に,中 間 地 帯 の 村 落 と して,オ ー ル ン ダ村 か ら約4km南 に位 置 す る

ヘ ッス レバ リ(Hassleberg)村 を取 り上 げ て み よ う。 この村 で は,1797年 の段

階 で も耕 地 面積 の4.3倍 に相 当 す る採 草地 が 残 され て い た ことか ら,耕 種 農

業 よ り も牧 畜 に比 重 が お か れ た 農業 形 態 で あ っ た と考 え られ る。図5か ら

は,2戸 の農 民屋 敷 の北 側 に あ る耕 区 で は,小 規 模 の地 条 が 存 在 して い る だけ

で,混 在 耕 地 制 は未 発 達 で あ っ た こ とが わか る。 このため,18世 紀 末 の ヘ ッ

ス レバ リ村 は,混 在耕 地 制 が成 立す る以 前 の原 初村落であ った と考え られ る。

こ うした原初的 な村 落形態 は,こ の ほ か の村 の 史料 か ら も確 認 され るこ とか
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ら,図5の 景観は}中 間地帯型の村落に…般化 しうるものであるとみて差 し支

えない(42}。

以上の分析か ら,18世 紀後半に大分割が実施 された段階で,典 型的な太陽

分割制村落では既に採草地の耕地への転用が進んでいたのに対 して,発 展途上

の太陽分割制村落と中間地帯の原初的な村落では,採 草地に比重がおかれた柵

内地の利用形態であったことが明 らかにされた。 この点をふ まえて,次 に19

世紀における採 草地の耕地化について検討 してみよう。

(3)19世 紀 に お ける採 草 地 の耕 地 化

表2は,大 分 割 実 施 時 か ら1874年(ス トー ラ ・オー ビュ村 のみ1873年)ま で

の柵 内 地 にお け る 農 地 利 用 の 変 化 を示 した もの であ る。 この 表か らは,1874

年 に は全 て の村 で 耕 地 が 採 草 地 の 面積 を上 回ってお り,lg世 紀 を通 じて採 草

地 の耕 地 化が 進 行 した ことが確 認 され る。 この背 景と して,先 行 研 究 で は,農

具の 改 良,排 水 技 術 の 向 上,二 圃制 か ら輪 栽 式 農 法(vaxelbruk)へ の 移 行 な ど

が 指 摘 され て い る(43)。特 に農 法 の 移 行 に よる影 響 は 大 き く,人1:的 な飼 料 栽

培 の 場 で あ る牧 草畑(val1)が 本 格 的 に 導 入 され た結 果,平 野 部 を 中心 に 半 自

然 的 な採 草地 の存在意義は低下 し,耕 地へ の転 用 が 促進 され た と考 え られてい

る(44)。

た だ し,こ う した採 草 地 の耕 地化 に伴 う開墾の進展状況 は,大 分 割 が実 施 さ

れ た段 階 で の 村 落 形態 によって違 いがみ られる。既 に18世 紀 後 半 に は採 草 地

の耕 地 化 が進 んでいたス トー ラ ・オー ビュ村 とシーロルプ村 では,大 分割 実 施

後 の 耕 地 面 積 の増 加 率 は,約100年 間 で39%に と ど まっ て い る(45>、,同様 に

オ ー ル ン ダ村 につ い て も,村 の 境 界 が 大 き く変 更 され る 前 の1842年 の 段 階

で,耕 地 面積 の増 加 率 は約70年 間で20%に と ど まって お り,し か も柵 内 地 の

80%以 上 を耕 地 が 占め て い た こ とか ら,開 墾 の 余 地 は既 に 限 られ て い た とみ

られる。

これに対 して,典 型 的 な太 陽分 割 制 が 定 着 しなか った トルベ ルガ村 とデー メ

ス トルプ村では急速 に耕地が拡 大 してお り,約100年 間 での 耕 地 面積 の増 加 率
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は}そ れ ぞ れ212%と184%と な っ て い る。 この2つ の村 落 で は,18世 紀 末

以 降 に,採 草 地 の耕 地 化 だけ で な く,柵 外 地 の採 草 地 へ の転 用 も進 ん だ ことか

ら,一 一 分割 ない しは法 分割 が実 施 された段階では,依 然 と して採 草 地 が 耕 地

面 積 をh回 って い た。 だが,そ の後 耕 地 へ の 転 用 が 進 み,1874年 まで に耕 地

を中心 と した 農 地 利用 の形態 に移行 した。 この ように1820年 代 以 降 に耕 地 化

が 本 格 的 に進 展 してい ることか ら,19世 紀 前 半 に お い て も,開 墾 の 余 地 が 残

され た 未成 熟 な農 業景観の村落であった と考え られ る。

耕地の急速 な拡大 は,中 問地帯 の 原初 的 な村 落 にお い て もみ られ,7村 落全

体 で は80～90年 間 で240%近 く増 加 して い る。 図6は,ヘ ッス レバ リ村 で の

1797年 と1863年 の 土地 利 用 図 を比 較 した もの で あ るが,こ の 図か らも,18世

紀 末 に は採 草 地 で あ っ た村 落 の 中央部分が,1863年 まで に耕 地 化 さ れ て い る

こ とが わか る。 ただ し,1863年 の段 階(図6-b)で は,耕 地 面積 は33.5ヘ ク

ター ルで あ った の に対 して,採 草 地 は40.5ヘ ク ター ル も残 され てお り,依 然

と して採 草 地 が 耕 地 面積 を ヒ回 る状 況 であ った(面 積比 は1:1.2)(46)。 そ の

後,さ ら に耕 地 へ の 転 用 が 進 ん だ 結 果,1874年 ま で の10年 間 で耕 地 面 積 は

47%増 加 し,耕 地 に重 点 が お か れ た 利 用 形 態 に移行 している。 この ように19

世 紀 半 ば に耕 地へ の 転 用 が 進 行 した事例 は,1830年 代 の段 階 で も開 墾 が 遅 れ

て い た ス コー レブ(Skalebo)村 で も確 認 され る。 また,比 較 的早 期 に耕 地 化 が

進 行 し て い た シー クテ ブ(Siktebo)村 で も,1824年 の 段 階 で は 耕 地 面 積 の

1.9倍 の採 草地 が 残 され てい た こ とか ら,同 様 に19世 紀 半 ば に耕 地 が拡 大 し

た とみ られ る。 こ うしたこ とか ら,中 間 地 帯 の 村 落 で は,19世 紀 半 ば に お い

て も開墾 の 余地 が残 されていた と考 えられ る。

4.お わ り に

以上の考察から明らかなように,東 中部スウェーデンの代表的な農業景観と

される典型的な太陽分割制が定着 していた村落では,既 に18世 紀後半には開

墾の余地は限定されていたのに対 して,成 熟 した農業景観になる前の段階で大

分割が実施 された平野部の村落や,中 間地帯の原初的な村落では,19世 紀前
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図6ヘ ッス レバ リ村で の土地利 用の変 遷

(a)1797年(b)1863年
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半において も開墾の余地が残 されていた。このため,19世 紀に開墾が進行 し

た村落の特質として,農 業景観の原初性を挙げることができよう。こうした原

初性を帯 びた村落において進行 した開墾が,19世 紀 を通 じて農場分割や 土地

取引に影響を与え,さ らにはスウェーデン農民の階層化の一因となるのである

が,こ の点の検討は別の機会に譲 りたい。
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